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メタン発酵効率の向上に関する研究 
－食品廃棄物への亜臨界水処理の効果について－ 
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開発の目的 

これまでの大量生産、大量消費の社会システムにより地球温暖化、廃棄物の大量発生等、様々な環境問題が深刻化してい

る。このような状況で、限りある資源を有効活用する循環型社会形成に向けて様々な施策が推進されており、食品廃棄物の

リサイクルもその一つである。その排出企業は種々の方法で再利用を図っており、エネルギー転換が可能であり、環境への

負荷も小さい等からメタン発酵にも期待を寄せている。しかしながら、メタン発酵は長期間を要することが課題となってい

る。これに対し、メタン発酵の前処理として加水分解力に優れた亜臨界水処理を適用し、メタン発酵の効率化を図ることを

目的に研究している。 

開発の概要 
メタン発酵とは、多様な微生物の代謝作用により、様々な有機物を最終的にメタンと二酸化炭素に分解する現象のことで

ある。本研究では、メタン発酵の前処理として亜臨界水の適用について検討した。 

臨界点よりも低い温度、圧力状態にある水は亜臨界水と呼ばれ、厳格な定義はないものの、下限温度が概ね120～130℃と

されている。この亜臨界水も通常の水よりは遥かに高い加水分解力を有し、有機物等を速やかに分解する効果を発揮する。

メタン発酵過程における亜臨界水処理の適用は、この加水分解力を前処理として利用する方法で、食品廃棄物等のメタン発

酵原料を数分で酢酸等の有機酸に分解する効果を期待するものである。 

本報では、食品廃棄物を対象に、中温メタン発酵の前処理として亜臨界水処理を適用した時の基礎的な性状および小規模な

施設における実証状況等について紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開発の成果 
 食品廃棄物を対象として亜臨界水処理を前処理に適用した結果、模擬食品廃棄物を用いた回分実験により、比較的低温な

亜臨界水処理温度120～160℃においてメタン発酵効率の向上を確認した。また、スーパーマーケットから排出された生ごみ

を用いた、小規模実験設備によるメタン発酵実験により、亜臨界水処理を行わない場合に比べ約1.4倍のバイオガス量の発

生を確認した。 
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小規模メタン発酵実験設備概略図 
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